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る。大きさが 1σηほどの液滴は図 1のように 3rv5mmの液滴まで自発的に分裂する。また 1mm





















今、波として、頂点、と Z軸の交点の三点を通る円(半径R)をつなげて正弦波 (y= Asin kx)を
近似したもので考えると
γ1=γlOk2A 
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と評価できる(ただし i10、i20は定数、 αは蒸発速度、 ρは拡散係数、 lo(γ)、Ko(r)は変形ベッセ
ル関数)。
dA -_-cx: -γ1+γ2 
dt 
であり、 0<kA<< 1とすると、 k<<1でを?>0、k>>1でを?<Oとなり、特定の波数だけが不
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